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ローカル系統へのノンファーム型接続導入後の
混雑緩和スキームの運用開始について（報告）

2024年12月25日

広域系統整備委員会事務局
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◼ 第45回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（2022年9月
20日）において当機関にて詳細検討することとされた「ローカルノンファーム導入後の混雑緩
和スキーム」は、第69回の本委員会（2023年8月9日）において課題整理を完了し、
2024年度の運用開始に向けて準備を進めてきた。

◼ 本スキームによる系統増強プロセス※の運用手続きを定めた資料を12月5日に本機関の
ウェブサイトへ公表し、来年１月６日から事前照会の受付を開始するため、ご報告する。

※ 本機関の送配電等業務指針において「混雑緩和希望者提起による系統増強プロセス(以下、「混雑緩和プロセス」という。)」と規定

ローカル系統へのノンファーム型接続導入後の混雑緩和スキームの運用開始

本機関ウェブサイト公表資料（一部抜粋）今後のスケジュール



2公表内容（概要）

◼ 本プロセスの運用開始に向けて公表した内容は以下のとおり。

➢ 混雑緩和プロセスの実施に関する手続き等
なお、10/3～23で実施した意見募集結果、FAQ※についてもWebページにて公表
※本プロセスの導入経緯や位置づけ、契約に伴う諸手続き、工事費負担金の支払い条件などを記載したもの

➢ 混雑緩和プロセスの開始申込み又は同プロセスへの応募における保証金の算定方法

➢ 混雑緩和プロセスに係る申込み及び回答様式



3【参考】第71回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会(2024年11月28日) 資料４



4【参考】第45回再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会(2022年9月20日) 資料１



5【参考】第69回広域系統整備委員会（2023年8月9日）資料２

13３．まとめ

◼ 本プロセスについて、本日の審議をもって全体の整理が完了することから、詳細な運用ルールの整理や
関連する規程類の改定などの2024年度の運用開始に向けた準備を進めていく。

項 目 詳細整理における課題 これまでの議論内容

①位置付け
本プロセスの
位置付け
基本的考え方

• 一般送配電事業者の費用便益評価に基
づく増強と本プロセスとの関係

• 本プロセスによる系統増強の基本的な考
え方

• ローカルノンファーム導入によるメリットを毀損し
ないことを前提に、費用便益評価に基づく効率
的な設備形成を補完する限定的スキーム

②対象系統 系統増強の対象範囲 • 本プロセスの対象とする適用系統の範囲 • ローカル系統を対象とする

③対象電源 本プロセスの対象電源
• 本プロセスの活用対象となる電源
（接続する系統の電圧階級など）

• ローカル系統と配電系統(高圧以上)に接続
する電源とする

④系統増強

増強規模の考え方 • 系統増強を行う際の増強規模の考え方 • 系統全体の効率的な設備形成を阻害しない
ことを前提に、一般送配電事業者が発電事業
者のニーズを考慮しつつ、系統状況や増強・
改修の既計画との整合性等も勘案して増強
内容を検討

増強内容の検討方法
• 効率的な設備形成を前提とする増強内
容の検討方法

⑤費用負担 費用負担の在り方
• 系統増強に係る費用の負担者の考え方

• 費用負担者の扱い

• 増強を希望する発電事業者の負担を基本

• 本プロセス後においても、系統利用のルールに
基づき他のノンファーム電源と同様の扱い

⑥開始基準 本プロセスの開始基準
• 発電事業者希望に基づく系統増強の
規律（開始基準）の考え方

• 本プロセス開始前に、発電事業者の混雑緩和
に対して系統増強が有効であるか等を確認す
るステップを設定する。

⑦その他 手続き・規程類 • 具体的な手続きの整理
• 現行のアクセス手続きを基本に、本プロセスの
特徴を踏まえて整理（スライド9,10）



6【参考】保証金の算定方法

（出典）第69回 広域系統整備委員会 資料２

本機関ウェブサイト公表資料（一部抜粋）



7【参考】 FAQ（一部抜粋）

本機関ウェブサイト公表資料（一部抜粋）


